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まえがき 



この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によ ゥて 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 財団法人 自転車 産業 攞興 
協会 OBPI)/ 社団法人 自転 攀溢会 [BAU)]/ 財団法人 日本 規格 S 会 (JSA) から， 工業 標準 凰 案 を 具して 日本 工業 
規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 W 査 会の 審戮を 経て， 経済 産乘 大臣が 改正した 日本工業規格 
である。 これによ つて， JIS D 9201 ： 1997 は 改正され， この 規格に 置き換えられる。 

改正に 当たって は， 日本 ェ荣 規格と 国際規格との 対比， 国際規格に一 致した 日本工業規格の 作成 及び 日本 ェ 
築 規格 を 基礎に した 国際規格 原案の 提案 を 容易に する ために， ISO 4210 ： 1996 Cycles— Safety rcquircmenU 
for bicycles を 基礎と して 用いた。 

JIS D 9201 に は， 次に 示す 附. w-?r が ある。 
附« 害 (参考） JIS と 対応す る a 際 規格との 対比 表 
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自転車 一 制動 試験 方法 

Bicycles— Method of braking test 

序文 この 規格 は， 1996 年に 第 4 版と して 発行され た ISO 4210， Cycles— Safety i-equiremems for bicydes を 元に， 対応す 
る 部分 （制動 試験 方法） について は 対応 国際規格 を 翻訳し， 技術的 内容 を 変更す る ことなく 作成した 日本工業規格 であ 
るが， 対応 国際規格に は 規定され ていない 規定 項目 を 日本工業規格 として 追加して いる。 
なお， この 規格で 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 原 国際規格 にない 事項で ある。 

1. 適用 範囲 _ し 規格 j あ j お _D _ れ J 丄& 規定す _5> 二般用 1転_ 赛?? _制_敷« 驗 方法に 2^ 
備考 この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 は， ISO/lECGmde21 に 基づき， IDT (—致して いる）， MOD (修正して いる）， 
NEQ (同等で ない） とする。 

ISO 4210 ： 1996, Cycles—Safely requirements for bicycles (MOD) 

2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これら 
の 引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

. え 丄… 自. 転 車 二分 者 _ 元 
m p 9 1 1 2 皇 転 * 用 タ ゴ ャ 二-諸— 元 

J L さ. P …えさ …二 般 ffl § _ 転. 事. 

3. 試験 走路 試験 走路 は， 次に よる。 

?^ぉに該廳患踏]；；_{^，—速度ゅ觀定趙_^_レェ1§^!?_1&下!^な：^ょ_ぇに^£き_^な社?安装*^«4_，—ぉ要に^^]；^勒 
處 a 傾斜 • n ： . __傾_斜 路. な iigJiET §_ に 

a) 試験 走路の 路面 試験 走路 は， じんあい （塵埃） 又は 砂利がない， 乾燥した コンクリート 又は アスファルト 
の 平たん な 舗装 路面で， 供 試 車の タイヤとの 摩擦 係数 は， 0.5 以上で なければ ならない。 

なお， 水 ぬれ 時の 制動 試験に おいて は， 路面 上の 水 を 適宜 ふき 取るな どして -定の 路面 状態の 保持に 努 
めなければ ならない。 

b) 試験 走路の こう （旬） 配 試験 走路の 走行 方向の こう 配 は， 0.5 % 以下と する。 

4. 試験 装置の 装備 

4.1 速度計 又は 回転 数 計 JIS D 9301 の 5.2.5( 制動 性能） で 規定す る 走行 速度 （以下， 規定 走行 速度と いう。） で， 誤 

差が ±5 % 以内になる ように 校正され た 速度計 又は 回転 数 計 を， 供 試 車 又は 併 走 車に 備える。 

4.2 速度 記録 装置 制動 開始 時の 速度 を 記録す る 速度 記録 装置の 精度 は， ±2 % 以内で なければ ならない。 

4.3 距離 記録 装置 制動 距離 を 記録す る 距離 記録 計の 精度 は， ±1 % 以内で なければ ならない。 

4.4 水 ぬれ 装置 水 ぬれ 時の 制動 試験に おいて は， 各 ノズルから 4 mi/s 以上の 放水が 同時に 行える 水 ぬれ 装置 を 供 試 
車に 備える。 水 ぬれ 装置 は， 配管に よって 前車輪 制動 部の 一対の ノズル， 及び 後車 輪 制動 部の 一対の ノズル， 並びに 
各 ノズルに 接続され る 貯水 装置 及び 噴水 量 を 制御す るた めの 開閉 弁から 構成す る。 また， 放出され る 水の 温度 は， 周 
囲 温度と する。 
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なお， ノズル は， ブレーキの 種 Si によって 付図 1 〜付図 6 に 示す 位置に 取り付ける。 



5. 供 試 車 

5.1 供 試 車の 調整 _fSSV^_ は， 部.?? 層 _擊1 榜 _き_±分_ 【に ほ レ丄 積載 機器 置 整 崖 

でな は！： L ばな _ら な A ち 

なお， タイヤ 空気 圧 は， 表示 空気 圧 （範囲で 示されて いる 場合に は， その 最大値。） とする。； だ _ レ， „ —表. 示 力 の- 

. JIS D . 911 2 CD 擂 準-空気 占 _§_。_ . . 
5.2 ブレーキ 操作 力 試験に おける ブレ一 キ 操作 力 は， 次に よる。 

a) 手動 ブレーキ 手動 ブレーキ 付き 供 試 車の ブレ一 キ 操作 力 は， 前後と も 180 N 以下で， ブレーキ レバー 端 か 
ら ほぼ 25 mm の 位置に 加え， 一連の 試験 走行の 前後に 確認す る。 

なお， ブレーキ レバ一 の 操作 を 手動で はなく， 任意の 装置に よって 行う 場合 は， ブレーキ 操作 力の 63 % 
に 達する まで， 0.2 秒 以下 に ならない よう に 調節し なくて はな ら ない。 

b) コースター ハブ コースター ハブ 付き 供 試 車に ついては， ペダル 踏 力 を 制限し ない。 

6. 供 試 車への 負荷 供 試 車への 負荷 は， 自転車の 質量， 乗員 体重， 試 ほ 用 積載 機器 及び 調整 重りの 質量との 合計で 
10(.) 土 1 kg とする。 ただし， 製造業 者が 指定す る 適応 乗員の 体重 （範囲で 示されて いる 場合に は， その 最大値。） と， 自 
転 車の 質量との 合計が 100 kg を 超える 場合に は， 自転車の 質量， 適応 乗員 体重， 試験 用 積載 機器の 質量との 合計 ±1 % 

とする。 



7. 試験 乾燥 時 及び 水 ぬれ 時の 制動 試験 は， 次に よって 行う。 図 1 に 乾燥 時 及び 水 ねれ 時の 試験 方法の 概念 図 を 示 



す。 
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b) 水 ぬれ 時 
乾燥 時 及び 水 ぬれ 時の 試験 方法 



供 試 車 走行 方向 
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a) 試験 時の 風速 試験 は， 走路 上の 風速が 3 m/s 以下のと きに 行う。 

b) 試験 走行 回数 試験 走行 回数 は， 表 1 による。 

c) 試験 走行の 方向 試験 走路の こう 配が 0.2 % 未満の 場合に はすべ て 同 方向， こう 配が 0.2 % 以上， 0.5 %以 
下の 場合に は， 交互に 反対 方向に 走行す る。 



表 1 試験 走行 回数 



走行 条件 


試験 走路の こう 配 


0.2 % 未満 


0.2 % 以上 0.5 % 以下 


乾燥 時 


連続 有効 走行 


5 回 


6 回 （往復 3 回） 


水 ぬれ 時 


ならし 走行 （'） 


2 回 


連続 有効 走行 


5 回 


6 回 （往復 3 回） 



注 ひ） 連続 有効 走行に 先立って 行う。 



備考 各 走行 回の 間に は， 3 分 以内の 休止 時間 をと る ことができる。 

d) …初 連 度 _C9J! 定… _ 試験 走路 上に 初速 度 を 測定す るた めの 計時 地点 e， f を 設定し， e， f 間の 距離 （以下， 計時 区 

間と いう。） /1 を 供 試 車が 通過す るのに 要した 時間 を 測定して 初速 度 を 求める。 計時 区間. /1 は， 計時 方法に よ 
つて 適切な 距離 を 取る。 

e) 制動 開始 区間 制動 開始 区間 2? は， 計時 地点 f から 2 m の 間と し， あらかじめ 路面に 表示して おいても よい。 

f) 走行 及び 制動 供 試 車の 規定 走行 速度 を 維持しつつ， 計時 地点 f に 達する 前に ペダル 駆動 を 休止して， 制動 
開始 区間お 内で， 5. 2 で 規定す る ブレーキ 操作 力 を 加え 制動 を 行う。 

g) 放水の 開始 及び 停止 計時 地点 f の 25 m 前 を 放水 開始 制限 地点 g とし， この 地点 g から 自転車が 停止す るまで 
を 放水 区間/) として， 水 ぬれ 時の 試験 は， 自転車が 地点 g に 達する 前に 放水 を 開始し， 停止す るまで 放水 を 
継続す る。 

h) 制動 距離の 測定 試験 走路 上に 記された 制動 開始 地点と 停止 地点との 直線距離 を 測定して 制動 距離 （測定 
制動 距離と いう。） とする。 

8. 制動 距離の 補正 測定した 制動 距離 は， 次の 式に よって 補正す る （補正 制動 距離と いう。）。 

ここに， L" 補正 制動 距離 (m) 
ん： 測定 制動 距離 （m) 
V ： 規定 走行 速度 （km/h) 
Vi ： 測定 初速 度 （km/h) 

9. 試験 走行の 有効性 試験 走行の 有効性 は， 次に よる。 

a) 試験 走行 は， 次の 場合に は 無効と する。 

1) 過度の 横滑りが あった 場合。 

2) 制御 を 失った 場合。 

b) 補正 制動 距離が JIS D 9301 の 5.2. 5( 制動 性能） で 規定す る 制動 距離 （以下， 規定 制動 距離と いう。） を 超えた 
とき， 次の 場合の 試験 走行 は 無効と する。 

1) 測定した 初速 度が 規定 走行 速度より 1.5 km/h 超過した 速度の 場合。 

2) 前 ブレーキが 後 ブレーキより 遅れて 作動した 場合。 
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3) 前 ブレーキの 作動 開始 地点と 後 ブレーキの 作動 開始 地点との 距離が， ：L m を 超えた 場合。 
c) 補正 制動 距離が 規定 制動 距離より 短い とき， 次の 場合の 試験 走行 は 無効と する。 

1) 測定した 初速 度が， 規定 走行 速度より 1.5 km/h 不足した 速度の 場合。 

2) 後 ブレーキの 作動 開始 地点が 制動 開始 制限 地点 を 超えた 場合。 

jilt 成績 _ …制動 結- 果 1 あ 二 E 的に 1 ゆ _af 丄; 2. れ て. t も驗- 成績表に E 
き)----試験^??-&分ん乾燥!^-，_._水^ね歷^1区別)- 
1^ J ま 験 や _ 日.? 显し ^—- - 風向: t し 風 達 
d— 試驗«意^.«鹛產路^^]^显拔1^及— び；；_5_配. 
til.. 試驗 皇祖 煮ん 概定者 i 氏 

爐試惠 _ゅ* 種 ム-ズ k::: ま-?? -種麵 

前 輪 丄 後事鵝 _ ゆ タ_: ！ャ 息き ffi 

ぇ；!....試験産且^^直効胜， 
.1)_—_«曩_ に！!： r_$__ 事- s 

.；!丄__ 供 試 事 質量. 

？ ^.._試驗垂晨 体熏 
？:〉 …試験 用 積 鼍 
氅 aos 羹 

.?^し_試«*員,__1^1^眉遺ま碰?§^び調驚重.り_??胃曩??_鱼1!:1^)丄れ士：^^1 

1^... 逮度 _ に 通 1:5* 直 
1.1. 規定 走 fif 速度. 

2)—, 定 Ufc 初速 虔. 

規定 棄行 速度 掘. 定. k&Sl 逮度 i ゅ羞 
1：^ …制動 M 避 

規定 制動 距離. 

2) —..槲 定 制動 ^ 離. 

3) …補] E 制動 距離. 
41_ 平均 補; E 制蕭 厘 墨 

m) 制動 時の 状況 及び 所見 
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付図 2 後 キヤ リパ ブレーキの ノズル 位置 





付図 3 内拡 ブレーキの ノス ル 位置 






付図 4 バンド ブレーキの ノズル 位置 




付図 5 ディスク ブレーキの ノズル 位置 




備考 注水 ノズル は， ハブの 両側の すきまに 向ける。 

付図 6 コース 夕 ハブの ノズル 位置 
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附属 書 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JLS D 9201 ： 2001 自転車 一 制動 試験 方法 


ISO 4210 ： 1996 Cycles ― Safety requirements for Dicycles 


( I )JIS の 規定 


(H) 
国際 
規格 
番号 


(m) 国際規格の 規定 


'(IV)JIS と 国際規格との 技 

術 的 差異の 項目 ごとの 評価 
及び その 内容 

表示 箇所 ： 

表示 方法 ： 


(V) J1S と 国際 

規格との 技術的 
差異の 理由 及び 
今後の 対策 


項目 番号 


内容 


項目 番号 


内容 


項目 ごと 

の 評価 


技術的 差異の 内 
容 


1. 適用 範囲 


一般 用 自転車の 制動 試 
験 方法 


ISO 
4210 




自転車の 安 
全 要件 


MOD/ 変更 


JIS では 制動 試 

験 方法 だけ を規 
定 している。 


JIS では 安全 要 

件の 内， 制動 試 
験 方法 を 適用 範 
囲に している。 


2. 引用 規格 


JIS D 9111 
JIS D 9112 
JIS D 9301 


同上 


1.2 


ISO 5775 

1， -2 
ISO 6742 

〜； 1， -2 外 


MOD/ 追 カロ 


JIS では 関係す 
る JIS を 追加し 

ている。 


JIS では 適用 範 

囲に 応じ 関係す 

る JIS を 引用 し 

ている。 


3. 試験 走路 


測定 誤差， 2 % 以下の 

計時 装置， 傾斜 台， 傾 

斜路 


同上 


4,3.2 


規定な し 


MOD/ 追 カロ 


JIS では 計時 装 

置な と を； li 加し 
ている。 


JIS では 試験に 

必要な 装置 等 を 
規定して いる。 


a) 試験 走路の 
路面 


コンクリート 又は ァス 
フ アル トの 平坦 舗装 路 

面' タイ ャ との 摩擦 係 

数 0.5 以上 


同上 


4.3.2.3 


JIS と 同じ 


IDT 






b) 試験 走路の 
こう 配 


走行 方向の こう 配 

0.5 % 以上 


同上 


4.3.2.2 


JIS と 同じ 


IDT 






4. 試験 装置の 

装備 
4.1 速度計 又は 

回転 数 計 


速度 誤差 ±5 % の 速度 
計 又は 回転 数 計 


同上 


4.3.3.1 


JIS と 同じ 


IDT 






4.2 速度 記録 装 

置 


精度 ±2 % 


同上 


4.3.3,2 


JIS と 同じ 


IDT 






4.3 距離 記録 装 

置 


精度 ± i % 


同上 


4.3.3.3 


JIS と 同じ 


IDT 






4.4 水 ぬれ 装置 


放水 量 4 ml/s， 前後 制動 

口 IS に&メ すの ノ ス ゾレ， 
貯水 装置， 開閉 弁で 構 
成 


1 口 J 上 


4.3.3.4 


JIS と 同じ 


IDT 






5. 供 試 車 

5.1 供 試 車の 調 

整 


各部の 点検 調整 実施， 
機器 等 取 付が 安全 確 
実， タイヤの 空気 圧 (表 
示がない 場合 は 標準 空 
気圧） 


同上 


4.3.1 


荷重 試験 実 
施 後 実施， 
ブレーキ 位 
置の 再調 
整， 試験 夕 
ィャの 空気 
圧 


MOD/ 変更 


JIS では 荷重 試 

験 は 行わない。 
また， ブレーキ 
位置， 空気 圧以 
外の 項目 を 追加 
している。 


JIS では 適切な 

試験が 行 又る よ 

う 変更して 規定 
している。 


5.2 ブレーキ 操 

作 力 
a) 手動 ブレー 

キ 


操作 力 180 N 以下 

装置に よる 場合 は， 操 
作 力の 63 % になる ま 
でに 0.2 秒 以上 


同上 


4.3.5.1, 
4.3.5.2 


JIS と 同じ 


IDT 
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( I の 規定 


(E) 
国際 
規格 
番号 


(HI) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技 

術 的 差異の 項目 ごとの 評価 
及び その 内容 
表示 箇所 ： 

表示 方法 ： 


( V)JIS と 国際 

規格との 技術的 
差異の 理由 及び 
今後の 対策 


項目 番号 


内容 




項目 番号 


内容 


項目 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内 
容 




b) コース 夕一 

ハブ 


ペダル 踏 力 を 制限し な 
い 


ISO 
4210 


4.3.5.3 


JIS と 同じ 


IDT 






6. 供 試 車への 
負荷 


100 ±1 kg 


同上 


4.3.4 


JIS と 同じ 


IDT 






7. 試験 

a) 風速 


3 m ん 以下 


同上 


4.3.2.5 


JIS と 同じ 


IDT 






b) 走行 回数 


勾配 0.2 % 未満 ： 5 回 
勾配 0.2 % 以上 0.5 % 
以下 ： 6 回 （往復 3 回） 


同上 


4.3.6.3 


JIS と 同じ 


TDT 






C) 走行 方向 


句 配 a2 % 未満： 同 方向 

旬 配 0.2 % 以上 0.5 % 
以下 ： 交互 方向 


同上 


4.3.2.2 


JIS と 同じ 


IDT 






(1) 初速 度の 測 
定 


計時 区間 を 設定し 初速 
度 を 測定 


同上 




規定な し 


MOD/ 追加 


JIS では 追加し 

ている。 


JIS では 制動 距 

離の 補正， 試験 
の 有効性の 
に 必要な ため 規 
定 している。 


e) 制動 開始 区 
間 


計時 地点から 2 m の 区 
間 


同上 




規定な し 


MOD/ 追加 


JIS では 追加し 

ている。 


JIS では 試験の 

有効性 を 確保す 
るた め 規定して 
いる。 


f) 走行 及び 制 
動 


規定 走行 速度 を 維持 
し， 制動 区間 内で ブレ 
ーキ 操作し 制動 


同上 


4.3.6.1 
4.3.6.2 


JIS と 同じ 


IDT 






g) 放水の 開始 
及び 停止 


放水 は 計時 地点の 25 m 
前から 停止 地点まで 継 
%% 


同上 


4.3.6.2 


JIS と 同じ 


IDT 






h) 制動 距離の 
測定 


制動 開始 地点から 停止 
地点の 直線距離 


同上 


1.3.6 


JIS と 同じ 


IDT 






8. 制動 距離の 
補正 


測定 制動 距離の 補正 方 
法 を 規定 


同上 


4.3.7 


JIS と 同じ 


IDT 






9. 試験 走行の 
有効性 


無効と する 場合の 条件 
を 規定 


同上 


4.3.8 


JIS と 同じ 


TDT 






10. 試験 記録 


記録すべき 項目 を 規定 


同上 


4.3.9 


補正 制動 距 
離の 平均値 


MOD/ 追加 


JIS では 補正 制 

動 距離の 平均値 
以外の 項目 を 追 
加して いる。 


JIS では 試験の 

実施 状況 を 明確 
にす るた め 記録 
項目 を 追加 規定 
している。 



JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 ： MOD 
備考 1. 項目 ごとの 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 IDT 技術的 差異がない。 

一 MOD/ 削除 国際規格の 規定 項目 又は 規定 内容 を 削除して いる。 
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解 2. 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 技， 部 規格 開発^へ FAX ： 03-3405-5541 で ご連絡く ださい。 
★ns 規格 票の 正誤 5 が 免 行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 tt 会 発行の 月刊 S ノ標準 化 ジャーナル— に， 正， さ n 々の 内容 を揭 いたします。 

(2) 毎月 第 3 火曜日に バ日轻 産 紫 新 [T 及び "日刊:]: 藥 新 (T の JIS 発行の 広告欄で， 正 摸稱が 
発行され たお S 規格 番号 及び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている » 門で 正 K 票が 発行され た 場合に は 自動 
的に お M りいた します。 

★JIS 規格 票の ご注文 及び 正解 » を ご 希望の 方 は， 普及 事業 称 » 及 業務 課 (FAX ： 03-3583-0462) 又 
は 下記の 当 a 会 各 支 都へ FAX でお 續ぃ いたします。 
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